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地域を代表し、皆さまに感謝いたします
グウィザ地域の子どもたちのためにご支援くださり、ありがとうございます。今年

最大の成果は、農業生産量が向上したことです。これにより、地域の人々の栄養

状態は改善され、収入が増え、子どもたちの必要を満たすことができるようにな

りました。

最大の課題は、若者たちの高い失業率です。若者の失業は、薬物の乱用や妊娠

に繋がることが多いため、より多くの職業訓練やビジネス・スキル研修を通し、若

者たちに力を与えていきたいと考えています。子どもたちの生活のためにご支援

くださっていることに、重ねて感謝いたします。

エドワード・ムホラナ
グウィザ地域開発プログラム　マネージャー

2020年　プログラム近況報告
ルワンダ　グウィザ地域開発プログラム



3,380人 の5歳未満の子どもたちの発育

状態と栄養状態が、出張健康診

断で確認されました。

の地域住民が、衛生管理の重要

性を知り、新しい衛生習慣を身

につけました。

13,367人

154個
の新しい学校机と、4つの新しい

教室が、学習環境を整えるため

に建設されました。

150人 の10代の母親が、子どもたちの

出生登録を行い、栄養改善とラ

イフ・スキルの研修を受けまし

た。

「学校に新しいトイレができ、男の子

と女の子が別々のトイレを使えるよう

になりました。周りを気にせずトイレ

を使えるので、安心です」

アイリーンちゃん、13歳（青いシャツ）

ご支援により、グウィザ地域の子どもたち

がよりよい環境で育つことができています



家族の関係が良くなりました！

「ぼくのお父さんとお母さんは、いつもけんかばかりで、お互いを理解しようとし

ていませんでした」 と、12歳のティエリーくん（右端）は言います。

「お父さんもお母さんも、ぼくたち兄弟のために食べ物や服、学校の教材を準備

できなかったので、ぼくたちは学校に通えていませんでした。また、夜にお父さん

とお母さんのけんかが始まると、兄弟と一緒に近所の家や外でおさまるのを待つ

しかありませんでした」

「家庭での衝突や対立に関する研修を受け、両親はけんかが家族に悪影響をお

よぼすことを理解しました。お互いに尊重し合うようになり、お父さんはぼくたち

のために時間を割いてくれるようになりました」 

「今では、ぼくたちはおだやかに暮らすことができています。明るく、平和な家族

になっているので、とてもうれしいです」



ご支援いただきありがとうございます。
貧困の原因を根本から解決することで生きることが 

困難な2億人以上の子どもたちの生活が改善しました 

（ワールド・ビジョン全体での数字です）

「私たちは、きれいな水を得るためにいつも25キロ歩いていました。
今では、家や学校に大きな水タンクができたので、家の掃除も楽にな
り、時間通りに学校に行けるようになりました」 
– イボンヌちゃん、12歳

 
ルワンダ　グウィザ地域開発プログラム

2019年度（2018年10月1日～2019年9月30日）

プログラム支援額 (単位：円)

チャイルド・スポンサーシップ当期支援額 70,221,082

前期からの繰越額 208,746

プログラム支援額合計 70,429,828

プログラム支出額
レジリエンス・食料と栄養の安全保障プロジェクト 17,491,481

保健水衛生プロジェクト 24,127,546

教育・ライフスキルプロジェクト 13,268,663

スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト 14,593,381

プログラム支出額合計 69,481,071

次期繰越額 948,757

会計報告 活動内容

　 レジリエンス・食料と栄養の安全保障プロジェクト
・　収穫後の農産物の扱いに関する研修と保管施設支援

・　栄養が強化された農産物の生産支援

　 保健水衛生プロジェクト
・　給水システムの建設とコミュニティ内の蛇口の設置

・　保健センターを通じた衛生行動の改善研修

　 教育・ライフスキルプロジェクト
・　教室の改修による学習環境の改善

・　学校内の男女別トイレ建設

・　現地語（キニャルワンダ語）の教材や本の作成

お問い合わせ先

特定非営利活動法人　ワールド・ビジョン・ジャパン

TEL:03-5334-5351
Eメール：dservice@worldvision.or.jp　ホームページ：www.worldvision.jp

プログラム番号：RWA-190768

　 スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト
・ 手紙や成長報告を通したチャイルドとの交流

・ チャイルドの定期的なモニタリング

・ 「子どもを中心とした開発」についての啓発活動

・　学校における子どものクラブ活動のサポート


